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４月２９日�、桜が見頃を迎えた塩原温泉で、塩原温泉湯けむりマラソン全
国大会が開催されました。

今回は、３０回目の記念大会として開催され、全国から１，６６７人のランナー

が参加。招待選手として招かれた、日本を代表するマラソンランナーの瀬古

利彦さんと一緒に、爽やかな汗をかきながら温泉街を走り抜けていきました。

CONTENTS［もくじ］爽やかな春の光を浴びながら快走
～第３０回塩原温泉湯けむりマラソン全国大会～



那須塩原市告示 第１０８号

財財政政状状況況報報告告平成１８年度

（平成１９年３月３１日現在）

一般会計の執行状況
歳入

歳出

【本誌中では、次の省略記号を使用しています】 ■本…本庁（黒磯） ■西…西那須野支所 ■塩…塩原支所
�・FAX…電話番号・ファックス（０２８７は省略してあります） …電子メール ■HP…ホームページアドレス

執行率
97.3%
84.2%
80.5%
90.6%
91.3%
80.5%
95.2%
71.1%
97.9%
80.8%
46.6%
92.8%

－
－

82.7%

支出済額
2億9,100万円
48億4,869万円
70億1,365万円
30億2,151万円

5,184万円
12億7,937万円
20億 732万円
53億8,931万円
16億9,739万円
42億4,533万円
1億2,406万円
48億5,678万円

－
－

348億2,625万円

現計予算額
2億9,917万円
57億5,693万円
87億1,052万円
33億3,344万円

5,679万円
15億9,015万円
21億 875万円
75億8,401万円
17億3,425万円
52億5,484万円
2億6,623万円
52億3,488万円

3千円
1億7,360万円

421億 356万円

科 目
議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費

計

問い合わせ
財政課
�（６２）７１１８

執行率
98.0%
87.9%
100.0%
100.0%
100.0%
100.0%
100.0%
100.0%
100.0%
100.0%
100.0%
97.1%
98.7%
37.5%
69.3%
102.1%
88.6%
2.4%

100.0%
103.3%
48.7%
82.6%

収入済額
175億8,962万円
12億2,876万円

4,444万円
4,783万円
3,505万円

11億2,379万円
6,999万円

3億2,753万円
3億9,581万円
40億2,088万円

2,205万円
4億5,301万円
7億 214万円

14億2,671万円
13億6,304万円
3億1,207万円
1,865万円
4,568万円

16億7,378万円
19億3,106万円
19億3,770万円
347億6,959万円

現計予算額
179億5,097万円
13億9,813万円

4,444万円
4,783万円
3,505万円

11億2,378万円
6,999万円

3億2,753万円
3億9,581万円
40億2,088万円

2,205万円
4億6,646万円
7億1,123万円
38億 684万円
19億6,594万円
3億 559万円
2,104万円

18億6,546万円
16億7,378万円
18億6,886万円
39億8,190万円
421億 356万円

科 目
市税
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入
寄付金
繰入金
繰越金
諸収入
市債

計

※歳入・歳出の現計予算額には、前年度繰越分６億４，２１１万円が含まれています。
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一般会計市債残高

特別会計の執行状況

公営水道事業の経理状況

執行率

102.1%

94.5%

84.4%

88.6%

執行済額

2億9,496万円

2億9,786万円

1億 99万円

1億8,886万円

現計予算額

2億8,903万円

3億1,510万円

1億1,970万円

2億1,326万円

区 分

収入

支出

収入

支出

収益的収支

資本的収支

歳出

執行率

84.4%

83.8%

85.5%

77.7%

53.9%

99.9%

87.2%

94.7%

59.0%

100.0%

37.5%

80.5%

支出済額

102億3,010万円

60億9,753万円

38億4,975万円

432万円

461万円

1億 116万円

34億8,195万円

7,838万円

1億7,317万円

5,598万円

2,579万円

2,965万円

歳入
執行率

78.4%

80.6%

96.9%

99.8%

99.9%

98.3%

74.9%

93.9%

3.1%

100.0%

95.9%

98.3%

収入済額

95億 62万円

58億6,089万円

43億6,283万円

555万円

854万円

9,951万円

29億9,054万円

7,774万円

904万円

5,598万円

6,598万円

3,622万円

歳入・歳出
現計予算額

121億2,512万円

72億7,482万円

45億 311万円

556万円

855万円

1億 123万円

39億9,268万円

8,279万円

2億9,364万円

5,598万円

6,883万円

3,683万円

会計名

国民健康保険

老人保健

介護保険

板室本村簡易水道事業

板室温泉簡易水道事業

西塩簡易水道事業

下水道事業

農業集落排水事業

土地区画整理事業

公共用地先行取得事業

温泉事業

墓地事業

405億 662万円

34億8,820万円

43億6,001万円

396億3,481万円

①

②

③

①＋②－③

平成17年度末残高

平成18年度借入

平成18年度元金償還

平成18年度末残高

執行率

101.9%

95.6%

85.7%

83.2%

執行済額

10億3,280万円

9億 504万円

2億7,742万円

5億 354万円

現計予算額

10億1,379万円

9億4,662万円

3億2,355万円

6億 551万円

区 分

収入

支出

収入

支出

収益的収支

資本的収支

執行率

107.2%

94.7%

53.5%

66.8%

執行済額

11億9,265万円

10億 556万円

2億8,047万円

5億3,371万円

現計予算額

11億1,283万円

10億6,175万円

5億2,432万円

7億9,932万円

区 分

収入

支出

収入

支出

収益的収支

資本的収支

※平成１８年度借入は、出納整理期

間中（平成１９年５月３１日まで）

に借り入れる金額も含みます。

※下水道事業の歳入・歳出現計予算額には、前年度繰越分３億２３０万円が含まれています。

黒磯水道

西那須野水道

塩原水道
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５月５日号では、税源移譲のおおまかな内容と税額の変化を説明しましたが、今回は、具体的な税額の
計算方法を説明します。

●所得税

税源移譲のポイント

４７，６００円の減
●住民税

６５，２００円の増

平成１９年

５，０００，０００
１，５４０，０００
３，４６０，０００
５００，０００
３８０，０００
６３０，０００
３８０，０００
３８０，０００
２，２７０，０００
１，１９０，０００

５９，５００

０

５９，５００

平成１８年

１１９，０００

１１，９００

１０７，１００

項 目

１
２
３（１－２）
４
５
６
７
８
９（４～８）
１０（３－９）
平成１８年（１０×１０％）
平成１９年（１０×５％）
平成１８年（１１×１０％）
平成１９年（廃止）
１３（１１－１２）

給与収入
（給与所得控除額）
給与所得
社会保険料控除
配偶者控除
扶養控除（特定）
扶養控除（一般）
基礎控除
合 計

課税標準額

所得税額 １１

定率減税額 １２

定率減税後所得税額

所

得

所
得
控
除
額

平成１９年度

５，０００，０００
１，５４０，０００
３，４６０，０００
５００，０００
３３０，０００
４５０，０００
３３０，０００
３３０，０００
１，９４０，０００
１，５２０，０００

１５２，０００

０

１６，５００

１３５，５００

４，０００
１３９，５００

平成１８年度

７６，０００

５，７００

７０，３００

４，０００
７４，３００

項 目

１
２
３（１－２）
４
５
６
７
８
９（４～８）
１０（３－９）
平成１８年度（１０×５％）
平成１９年度（１０×１０％）
平成１８年度（１１×７．５％）
平成１９年度（廃止）
１３

定率減税・調整控除後所得割額
１４（１１－１２－１３）
１５
１６（１４＋１５）

給与収入
（給与所得控除額）
給与所得
社会保険料控除
配偶者控除
扶養控除（特定）
扶養控除（一般）
基礎控除
合 計

課税標準額

所得割額 １１

定率減税額 １２

調整控除額※１

均等割額
住民税額

所

得

所
得
控
除
額

●今年から、税源移譲により、所
得税と住民税の税率が変わりま
す。ほとんどの人は所得税が減
り、そのぶん住民税が増えるこ
とになりますが、税源の移し替
えなので「所得税＋住民税（所
得割）」の合計額は基本的には
変わりません。
●また、住民税均等割は４，０００円
で今までと変わりません。
●ただし、今年から定率減税が廃
止されるため、そのぶん税額は
上がってしまいます。

●モデルケース１の説明
所得税の税率は１０％から５％に
なり、住民税の税率は逆に５％か
ら１０％になります。
税率の変更や定率減税の廃止に
より、所得税は４７，６００円減り、逆
に住民税は６５，２００円増えることに
なります。
所得税と住民税の合計額は、定
率減税額分１１，９９０円＋５，７００円＝
１７，６００円増えることになります。

モデルケース１ 給与収入が５００万円で、夫婦＋子ども２人の場合（単位：円）

（妻は収入０円、子ども２人のうち１人が１６歳以上２３歳未満の場合）

所得税と住民税の人的控除額の
差の合計額３３万円の５％
〔内訳〕
５配偶者控除 ５万円
６扶養控除（特定） １８万円
７扶養控除（一般） ５万円
８基礎控除 ５万円

合計 ３３万円

今年から、税源移譲により

ああななたたのの住住民民税税がが変変わわりりまますす

４



●所得税

２９，６００円の減

●住民税

４０，２００円の増

◎住民税所得割と所得税の税率表は、「広報なすしおばら」
平成１８年１１月５日号１１ページをご覧ください。

問い合わせ ■本課税課 �（６２）７１２１ ■西税務課 �（３７）５１０１ ■塩総務課 �（３２）２９１１

平成１９年

３，０００，０００
１，２００，０００
１，８００，０００
３００，０００
３８０，０００
３８０，０００
１，０６０，０００
７４０，０００

３７，０００

０

３７，０００

平成１８年

７４，０００

７，４００

６６，６００

項 目

１
２
３（１－２）
４
５
６
７（４～６）
８（３－７）
平成１８年（８×１０％）
平成１９年（８×５％）
平成１８年（９×１０％）
平成１９年（廃止）
１１（９－１０）

年金収入
（年金所得控除額）
年金所得
社会保険料控除
配偶者控除
基礎控除
合 計

課税標準額

所得税額 ９

定率減税額 １０

定率減税後所得税額

所
得

所
得
控
除
額

平成１９年度

３，０００，０００
１，２００，０００
１，８００，０００
３００，０００
３３０，０００
３３０，０００
９６０，０００
８４０，０００

８４，０００

０

５，０００

７９，０００

４，０００
８３，０００

平成１８年度

４２，０００

３，２００

３８，８００

４，０００
４２，８００

項 目

１
２
３（１－２）
４
５
６
７（４～６）
８（３－７）
平成１８年度（８×５％）
平成１９年度（８×１０％）
平成１８年度（９×７．５％）
平成１９年度（廃止）
１１

定率減税・調整控除後所得割額
１２（９－１０－１１）
１３
１４（１２＋１３）

年金収入
（年金所得控除額）
年金所得
社会保険料控除
配偶者控除
基礎控除
合 計

課税標準額

所得割額 ９

定率減税額 １０

調整控除額※１

均等割額
住民税額

所
得

所
得
控
除
額

※１調整控除
住民税と所得税の人的控除額
（配偶者控除や扶養控除など）の
差に基づく負担増を調整するた
め、住民税額から次の額が減額
されます。
１ 住民税の課税標準額が２００万
円以下の人
次の（１）と（２）のうち、小さい
ほうの額の５％を減額。
（１）人的控除額の差の合計額
（２）住民税の課税標準額
２ 住民税の課税標準額が２００万
円超の人
｛人的控除額の差の合計額―（住
民税の課税標準額―２００万円）｝の
５％
ただし、この額が２，５００円未満
の場合は、２，５００円を減額します。

●モデルケース２の説明
モデルケース１と同様に、所得
税の税率は１０％から５％になり、
住民税の税率は逆に５％から１０％
になります。
税率の変更や定率減税の廃止に
より、所得税は２９，６００円減り、逆
に住民税は４０，２００円増えることに
なります。
所得税と住民税の合計額は、定
率減税額分７，４００円＋３，２００円＝
１０，６００円増えることになります。

モデルケース２ 公的年金収入が３００万円で、夫婦の場合（単位：円）

（夫は６５歳以上、妻は７０歳未満で収入０円の場合）

所得税と住民税の人的控除額の
差の合計額１０万円の５％
〔内訳〕
５配偶者控除 ５万円
６基礎控除 ５万円

合計 １０万円

５



教育長の提言本
年
４
月
１
日
よ
り
、
那
須
塩

原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
を
拝
命

し
ま
し
た
、
井
上
敏
和
で
ご
ざ
い

ま
す
。
本
市
の
教
育
の
振
興
、
発

展
の
た
め
、
鋭
意
邁
進
、
努
力
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
市
は
、
昨
年
度
か
ら
本
格
的

に
、「
人
づ
く
り
教
育
〜
豊
か
な

心
を
も
ち
、
た
く
ま
し
く
生
き
る

力
を
は
ぐ
く
む
学
校
教
育
の
充
実
」

を
学
校
教
育
の
基
本
方
針
に
据
え
、

教
育
行
政
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

「
人
づ
く
り
教
育
」
と
は
、
子
ど

も
た
ち
が
自
分
の
夢
や
希
望
を
も

ち
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
責
任

を
果
た
し
な
が
ら
、
将
来
に
向
け

て
自
己
実
現
を
図
っ
て
い
け
る
よ

う
に
、
小
・
中
学
校
連
携
を
視
野

に
入
れ
、
義
務
教
育
九
年
間
を
通

し
て
人
格
の
基
盤
づ
く
り
を
し
て

い
く
教
育
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
渡
辺
民
彦
前
教
育
長

が
築
い
て
こ
ら
れ
た
数
々
の
大
き

な
成
果
を
し
っ
か
り
継
承
し
、
さ

ら
に
充
実
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
本
市
に
お
い
て
は
、
今
年

度
、
文
部
科
学
省
の
指
定
を
受
け

て
い
る
「
生
徒
指
導
総
合
連
携
推

進
事
業
」
が
二
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
小
・
中
学
校
の
緊
密
な
連
携

の
下
に
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
児

童
・
生
徒
指
導
の
研
究
が
、
着
実

な
成
果
を
確
認
し
つ
つ
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
こ
れ
に

加
え
て
、
文
部
科
学
省
よ
り
「
問

題
を
抱
え
る
子
ど
も
等
の
自
立
支

援
事
業
」
の
モ
デ
ル
地
域
と
し
て

の
指
定
も
受
け
ま
し
た
。
市
内
の

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

が
、
自
分
の
夢
や
希
望
を
も
ち
、

自
己
実
現
を
図
っ
て
い
け
る
よ
う

な
具
体
的
な
方
策
を
研
究
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
本
市
教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
今
年
度
よ
り
、
義
務
教
育

九
年
間
を
通
し
て
の
人
格
の
基
盤

づ
く
り
を
目
的
と
す
る
「
中
学
校

区
ご
と
の
小
・
中
学
校
連
携
推
進

事
業
」
を
新
規
に
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
各
学
校
の
校
内
研
修

の
充
実
を
支
援
す
る
た
め
に
大
学

な
ど
と
の
連
携
を
図
る
「
学
力
向

上
連
携
事
業
」
も
、
二
年
目
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業

を
中
心
と
し
て
、
本
市
の
特
色
で

あ
る
「
人
づ
く
り
教
育
」
を
さ
ら

に
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

「
人
づ
く
り
」
は
、
活
力
あ
ふ

れ
る
先
生
方
の
協
働
性
・
同
僚
性

か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
校
長
先
生
方
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、「
学
校

は
組
織
」
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か

り
認
識
し
た
、
豊
か
な
人
間
性
を

備
え
た
教
師
集
団
の
力
が
、「
人

づ
く
り
教
育
」
推
進
の
原
動
力
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
と
い
う

閉
鎖
さ
れ
た
枠
の
み
で
と
ら
え
る

教
育
は
、
現
在
の
教
育
界
を
取
り

巻
く
複
雑
な
社
会
環
境
の
下
で
、

機
能
を
十
分
に
は
果
た
せ
な
い
も

の
と
思
い
ま
す
。「
開
か
れ
た
学

校
」
を
目
指
し
て
家
庭
や
地
域
に

も
幅
広
い
視
野
を
も
ち
、
行
動
力

の
あ
る
教
職
員
で
あ
る
こ
と
が
大

切
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
、「
教
師
は
夢
の
伝
道
者
」

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
地
に
足
を

し
っ
か
り
着
け
、
教
室
や
校
庭
な

ど
で
一
生
懸
命
に
児
童
生
徒
に
夢

を
語
れ
る
教
職
員
の
集
団
で
あ
る

こ
と
も
願
っ
て
い
ま
す
。
各
学
校

に
お
い
て
、
夢
を
育
む
授
業
、
児

童
生
徒
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
具
体

的
な
実
践
が
推
進
で
き
る
よ
う
に
、

そ
し
て
本
市
の
各
学
校
が
い
き
い

き
と
輝
く
よ
う
に
、
教
育
委
員
会

と
し
て
も
し
っ
か
り
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問い合わせ
学校教育課
�（３７）５３４９

行
政
相
談
員
を

紹
介
し
ま
す

行
政
上
の
困
り
ご
と
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
と
な
り
、

行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
る
「
行

政
相
談
員
」
に
総
務
大
臣
か
ら
４

月
１
日
付
け
で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
よ
り
引
き
続
き
担
当
し

て
い
る
皆
さ
ん
で
す
。
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
６
月
の
相
談

日
は
、
本
号
二
十
三
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
。

黒磯地区担当

丸山冨弥氏

黒磯地区担当

渡邉ハマ氏

西那須野地区担当

大沢則之氏

塩原地区担当

君島元由氏

問い合わせ 秘書課 �（６２）７１０９

「
今
年
度
の
学
校
教
育
」

教
育
委
員
会
教
育
長

井

上

敏

和

６



水
道
事
業
懇
談
会
か
ら

提
案
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

市
水
道
事
業
で
は
、
将
来
に
お

け
る
本
市
水
道
事
業
の
総
合
的
な

指
針
と
な
る
、
水
道
事
業
基
本
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
学

識
経
験
者
や
水
道
使
用
者
か
ら
広

く
意
見
を
聴
く
た
め
、
昨
年
７
月

に
水
道
事
業
懇
談
会
（
委
員
二
十

九
人
）
を
設
置
し
、
会
議
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。

懇
談
会
の
ま
と
め
と
し
て
、
今

年
３
月
の
第
五
回
会
議
に
お
い
て
、

同
懇
談
会
か
ら
今
後
の
水
道
事
業

の
在
り
方
に
つ
い
て
の
提
案
書
が

市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
は
、
こ
の
提
案
を
尊
重
し
て

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
懇
談
会
で
検
討
し
た
内

容
も
含
め
、
水
道
の
情
報
を
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

懇
談
会
の
会
議
内
容
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

水
道
管
理
課

�（
３７
）５
１
０
０

■HP

http
://w
w
w
.city.

nasushio
b
ara.lg

.jp
/

１．公営企業としての公共性と経済性を発揮し、更なる
経営の合理化と財源の確保に努めるとともに、市民
の期待に応えられるサービスの向上に向けて、運営
基盤の強化を図るため、地域の歴史的背景や実情に
十分な配慮をしながら、全ての事業を一つに統合す
る方向で検討されたい。

２．施設の老朽化が進み安定した給水を続けることが難
しくなっているため、計画的に更新を進めるととも
に、施設の接続や増設などは、最も効率的な方法を
検討した上で、必要性の高いものから整備を行い、
市民が後世まで安定的に使用できる持続可能な水道
を構築するよう努められたい。

３．那須塩原市民の財産であるおいしく豊かな水源を損
なうことなく、安全に安心して使用できる水道水を
供給し続けるため、水源の確保や監視体制の充実、
危機管理の確立をはかられたい。

４．事業間に料金格差があるとともに、現在又は将来に
おいて採算が取れない事業も存在するため、料金体
系のあり方や料金統一の進め方などについて、別に
専門的な議論を行う組織を設けて検討されたい。

５．水道の情報を市民にわかりやすく公表するとともに、
市民からの幅広い意見を反映し、サービスの向上を
図るよう、全力を注がれたい。

太田正会長（作新学院大

学教授・写真左）から提

案書を受け取る市長（写

真右）

【 提案書概要 】

消費生活センター �（６３）７９００
（開設時間：平日の午前８時３０分～午後５時）
※消費生活センターは「消費者個人」と「事業者」との
間のトラブルに関する相談を受け付けています。

目的を隠して近づく手口に用心
販売業者が目的を隠したり、偽ったりし
て私たちに近づき強引に契約させる手口の
うち、特に高齢者が狙われやすい商法を紹
介します。
■催眠商法
主に高齢の女性を狙う商法です。人が集
まるショッピングセンターの駐車場でくじ
を引かせたり、日用品の無料引換券を各家
庭に配ったり、広告で日用品の激安店など
といって客を臨時会場に誘い込みます。閉
め切った会場で、台所用品などを無料で配
り得した気分にさせます。さらに言葉巧み
に場の雰囲気を盛り上げ熱狂的な気分にし
ます。そして最後に高額な寝具や治療器具
などを売りつけます。
出入り口には男性のセールスマンが立っ
ており、途中で抜け出したり、商品を買わ
ずに帰れる雰囲気ではありません。
■点検商法
これは訪問販売する際の典型的な商法で
す。特に自宅にいる高齢者が狙われる傾向
にあります。
本来の商品販売目的を隠して無料点検、
格安点検といって訪問します。その点検の
結果「このままほおっておくと危険だ」な
どと不安をあおって、工事などの契約をさ
せたり、製品を売りつけたりする手口です。
●アドバイス
催眠商法では、友達を誘って会場に出向
き、友達も契約させられてしまったという
事例もあります。
こうした会場へ近づかないことが、一番
の対処法です。
訪問販売では、その場で即断せず、家族や
知人に相談をしたり、信頼のおける地元の
業者などに相談することを心がけましょう。
見知らぬ来訪者に対して、すぐに玄関のド
アを開けないといった自衛手段も大切です。
あいまいな応答はしないで、必要のない
場合はハッキリ断りましょう。不審に思っ
たら一人で悩まず、消費生活センターへ連
絡してください。

７
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緑の苗木配布会
～ふるさとに かがやく緑 そだてよう～

４月１日から５月３１日の「春の緑化運動期間」

にあわせて、４月１３日�には烏ヶ森公園で、２０日

�には市役所本庁舎正面玄関前広場で、市緑化推

進委員会が主催する「緑の苗木配布会」が、緑化意

識の高揚と環境緑化を推進するため行われました。

市役所本庁舎で行われた苗木配布会では、マロ

ニエメイツやくろいそ巻狩メイツも参加して、ハ

ナズオウの苗木３５０本を訪れた人たちに手渡しま

した。

生乳産出額本州１位のＰＲ看板を
那須塩原駅に設置

那須塩原市は酪農が盛んな地域で、生乳の産出額は

全国順位で第４位です。第１位から第３位が北海道の

ため、本州では第１位となります。

黒磯観光協会では、本州一となる地元の牛乳を新た

な観光資源として位置づけ、市の活性化につなげるた

め、「牛乳ＰＲ事業実行委員会」を立ち上げ、４月１８

日�には那須塩原駅にＰＲ用看板・横断幕・懸垂幕を

設置しました。

鳥野目河川公園で春の植物観察会
４月２１日�、鳥野目河川公園で市施設振興公社が主催する「春の植物観察会」が、市動植物実態調査研究会会

長の酒井芳男さんを講師に迎え、開催されました。

参加者たちは、メモを取ったり、

写真を撮ったりしながら、公園内に

芽吹く春の草花や樹木に足を止め、

熱心に観察を行いました。

また、講師の先生の説明を聞いて、

せっかく咲いた小さな草花を踏みつ

けないようにと、足元に気をくばり

ながら歩いていました。

植物観察会は今後、夏と秋にも開

催する予定です。

タチツボスミレ

あなたの周りの身近な出来事や話題をお寄せください。
秘書課 �（62）7109
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道の駅「明治の森・黒磯」オープン感謝祭
４月２２日�、道の駅「明治の森・黒磯」で物産販売などを行う利用者会の人たちが中心となって、オープン感

謝祭が開催されました。

会場内のテントや物産センターでは、つきたてのもち・焼きそば・季節のアイス・パン・農産物や特産品販売

などが行われ、たくさんの人たちが訪れました。

また、桜湯のサービスやちんどん屋の演奏、お楽しみ抽選会も行われ、来場者は楽しいひとときを過ごしまし

た。

ひゃく どう ねん ぶつ まい

百村の百堂念仏舞を披露
４月２９日�、国の選択無形民俗文化財に指定さ

れている百村の百堂念仏舞が披露されました。

この踊りは、かつては旧暦７月１５日に行われて

いましたが、大正２（１９１３）年以後中断されてい

たものを昭和３４（１９５９）年に復活、現在は百村百

堂念仏舞保存会により、毎年４月２９日に行われて

います。

踊りの一行は光徳寺から出発し、東福寺門前や

愛宕神社などで踊りを披露、色彩豊かな衣装をま

とった小・中学生１５人が念仏と笛の音色にあわせ、

素朴な念仏舞を上演しました。

しろくわまい

関谷の城鍬舞が奉納されました
４月２９日�、関谷愛宕さん神社で例祭が行われ、

栃木県無形民俗文化財に指定されている関谷の城

鍬舞が奉納されました。

この舞は全国でも珍しい郷土芸能で、伝承によ

ると西暦１，６００年ごろに発祥して伝えられて来ま

したが、大正時代に中断してしまい、その後、地

域の人たちの熱意と努力によって２６年前に復活し

たものです。

この日も、子ども１２人を含む総勢２０人が、日ご

ろの練習の成果を発揮していました。

お楽しみ抽選会 何が当たるかな？ちんどん屋（喜楽座）

９



機
械
式
生
ご
み
処
理
機

生
ご
み
処
理
容
器
設
置

費
補
助
金
を
交
付

ご
み
の
減
量
化
の
た
め
、
機
械

式
生
ご
み
処
理
機
ま
た
は
、
生
ご

み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）
を

購
入
す
る
人
に
対
し
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
条
件

�
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し

て
い
る
人

�
生
ご
み
処
理
容
器
を
設
置
で
き

る
敷
地
の
あ
る
人

�
生
ご
み
を
堆
肥
化
ま
た
は
減
量

化
で
き
る
人

�
市
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る
人

�
過
去
五
年
以
内
に
同
機
器
の
補

助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

人
申
請
方
法

交
付
予
定
基
数
に
限
り
が
あ
る

た
め
補
助
金
申
請
を
希
望
す
る

人
は
、
商
品
を
購
入
す
る
前
に
、

担
当
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い

申
請
時
に
必
要
な
も
の

�
印
か
ん

�
購
入
予
定
商
品
カ
タ
ロ
グ

�
購
入
予
定
商
品
見
積
書

�
納
税
証
明
書

交
付
予
定
基
数
お
よ
び
補
助
対
象

額�
機
械
式
生
ご
み
処
理
機

・
五
十
基

・
一
世
帯
に
つ
き
一
基

・
購
入
価
格
の
二
分
の
一
以
内
で

二
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

�
生
ご
み
処
理
容
器

・
二
十
基

・
一
世
帯
に
つ
き
二
基
以
内

・
購
入
価
格
の
二
分
の
一
以
内
で

一
基
四
千
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

そ
の
他

・
予
定
交
付
基
数
に
達
し
た
場
合
、

本
年
度
の
受
け
付
け
は
締
め
切

り
ま
す
。

・
補
助
金
の
額
に
百
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
と
き
に
は
切
り
捨
て

ま
す
。
ま
た
、
購
入
価
格
に
は

消
費
税
の
額
も
含
み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
環
境
課

�（
６２
）７
１
４
２

■西
生
活
環
境
課�（

３７
）５
１
０
４

■塩
生
活
環
境
課�（

３２
）２
９
３
９

塩
原
地
区
の
高
校
生
な

ど
の
通
学
費
の
一
部
を

交
付
し
ま
す

塩
原
地
区
内
に
住
所
が
あ
り
、

高
校
な
ど
に
通
学
し
て
い
る
生
徒

の
保
護
者
を
対
象
に
、
通
学
に
必

要
な
経
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
通
学
費
の
一
部
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

こ
の
手
続
き
は
、
毎
年
度
申
請

し
な
い
と
通
学
費
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
交
付
時
期
が
変
わ
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
申
請
時
期
に
よ

り
９
月
ま
た
は
３
月
に
交
付
し

ま
す
（
交
付
は
生
徒
一
人
に
つ

き
年
度
で
一
回
で
す
）。

対

象
塩
原
中
学
校
区
お
よ
び
箒
根
中

学
校
区
に
住
所
を
有
す
る
高
校

生
な
ど
（
下
宿
し
て
い
る
高
校

生
な
ど
を
含
め
交
通
手
段
は
問

い
ま
せ
ん
）
の
保
護
者

※
高
校
生
な
ど
と
は
原
則
と
し
て

十
八
歳
以
下
で
、
現
在
、
高
校

（
全
日
制
高
校
、
定
時
制
高
校
）

ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
学
校

（
養
護
学
校
高
等
部
、
高
等
専

門
学
校
、
高
等
専
修
学
校
各
種

学
校
）
に
通
学
し
て
い
る
生
徒

を
い
い
ま
す
。

申
請
手
続

次
の
と
こ
ろ
に
申
請
書
が
備
え

て
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い塩
原
支
所
市
民
福
祉
課
、
箒
根

出
張
所
、
学
校
教
育
課
（
西
那

須
野
庁
舎
三
階
）

申
請
に
必
要
な
も
の

・
在
学
証
明
書

・
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳
（
銀

行
ま
た
は
農
協
）

・
印
か
ん

申
請
期
間

５
月
２１
日
�
〜
来
年

２
月
１５
日
�

交
付
金
額

両
中
学
校
区
と
も
に
一
カ
月
分

の
バ
ス
定
期
代
の
２０
％
を
十
二

カ
月
分
支
給
し
ま
す

・
塩
原
中
学
校
区
（
塩
原
温
泉
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
〜
西
那
須
野

駅
）

二
万
三
千
九
百
八
十
円
×
２０
％

×
十
二
カ
月＝

五
万
七
千
五
百

五
十
二
円

・
箒
根
中
学
校
区
（
関
谷
宿
駅
〜

西
那
須
野
駅
）

二
万
三
百
十
円
×
２０
％
×
十
二

カ
月＝

四
万
八
千
七
百
四
十
四

円
交
付
時
期

申
請
受
け
付
け
の
時
期
に
よ
り
、

９
月
末
ま
た
は
３
月
末

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課

�（
３７
）５
３
４
９

新
規
学
校
卒
業
予
定
者

求
人
説
明
会
（
事
業
所

向
け
）

と

き

６
月
５
日
	

午
後
２

時
か
ら

と
こ
ろ

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

交
流
ホ
ー
ル

内

容
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
に
係
る

求
人
申
し
込
み
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て

※
学
生
対
象
の
説
明
会
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

大
田
原
公
共
職
業
安
定
所

�
０
２
８
７（
２２
）２
２
６
８

お
知
ら
せ

７月２日が納期限です

●市・県民税
第１期

～納税は便利な
口座振替で～

６月の納税
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職
業
相
談

大
田
原
労
政
事
務
所
で
は
、
新

規
学
卒
者
や
未
就
職
卒
業
者
を
含

む
若
年
者
や
一
般
求
職
者
な
ど
へ

の
就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。

職
業
相
談

と

き

通
年

月
〜
金
曜
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

大
田
原
労
政
事
務
所

内

容

求
職
活
動
に
関
す
る
相

談
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
（
労
政

事
務
所
職
員
に
よ
る
個
別
面
談

方
式
）

そ
の
他

労
政
事
務
所
に
直
接
来

て
く
だ
さ
い

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
お
よ

び
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー（
予
約
制
）

と

き

毎
月
第
三
木
曜

午
前

９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

那
須
庁
舎
第
二
会
議
室

内

容

○
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

適
職
診
断
テ
ス
ト
、
自
己
Ｐ
Ｒ

法
、
求
職
活
動
の
具
体
的
方
法

な
ど
を
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
個
別
面
談
方
式
で
行
い
ま
す

○
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー

「
履
歴
書
の
書
き
方
」、「
面
接

の
受
け
方
」
の
ど
ち
ら
か
を
受

講
者
の
要
望
に
よ
り
実
施
し
ま

す
そ
の
他

ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
開

催
日
の
う
ち
事
前
申
し
込
み
に

よ
る
受
講
希
望
者
が
あ
る
日
に

実
施
し
ま
す
。（
希
望
者
一
人

以
上
で
実
施
し
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
田
原
労
政
事
務
所

�
０
２
８
７（
２２
）４
１
５
８

母
子
家
庭
自
立
支
援

教
育
訓
練
給
付
金
事
業

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
が
就
職

や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
教
育
訓

練
講
座
を
受
講
し
た
場
合
、
受
講

に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
支
給
し

ま
す
。

支
給
要
件

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と

�
那
須
塩
原
市
に
住
所
を
有
し
て

い
る
こ
と

�
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
か
、
ま
た
は
同
様
の
所

得
水
準
に
あ
る
こ
と

�
雇
用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓
練

給
付
の
受
給
資
格
を
有
し
て
い

な
い
こ
と

�
教
育
訓
練
講
座
を
受
講
す
る
こ

と
が
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

�
過
去
に
母
子
家
庭
自
立
支
援
教

育
訓
練
給
付
金
を
受
給
し
て
い

な
い
こ
と

支
給
額

対
象
講
座
の
入
学
料
、
受
講
料

の
合
計
額
（
消
費
税
含
む
）
の

４０
％
（
１０
月
以
降
は
２０
％
）
に

相
当
す
る
額
（
上
限
二
十
万
円
、

下
限
八
千
円
）

対
象
講
座

雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
講

座
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
講

座（例
）
パ
ソ
コ
ン
、
経
理
事
務
、

医
療
事
務
、
旅
行
業
務
取
扱
主

任
者
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
保
育
士
な

ど
※
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
大
臣
指

定
教
育
訓
練
講
座
検
索
シ
ス
テ

ムhttp
://w

w
w
.kyufu.javada.

or.jp/
を
見
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

�
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
た
め

に
は
、
講
座
受
講
前
に
対
象
講

座
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い

�
給
付
金
は
受
講
終
了
後
に
支
給

さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ

■本
社
会
福
祉
課�（

６２
）７
１
３
８

■西
福
祉
課

�（
３７
）６
２
３
１

■塩
市
民
福
祉
課�（

３２
）２
９
１
２

に
し
な
す
の
運
動
公
園

臨
時
休
館

電
気
工
作
物
年
次
点
検
の
た
め
、

に
し
な
す
の
運
動
公
園
が
次
の
と

お
り
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

と

き

５
月
２８
日
�

午
前
８
時
３０
分
〜
正
午

問
い
合
わ
せ

市
施
設
振
興
公
社
西
那
須
野
地

区

�（
３６
）４
７
８
５

六
月
は
土
砂
災
害
防
止

月
間
で
す

「
み
ん
な
で
防
ご
う
土
砂
災
害
」

こ
れ
か
ら
、
梅
雨
や
台
風
に
よ

る
出
水
期
を
迎
え
、
土
石
流
・
地

す
べ
り
・
が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂

災
害
が
発
生
し
や
す
い
時
期
と
な

り
ま
す
。

６
月
１
日
か
ら
３０
日
ま
で
は
、

土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
。
土
砂

災
害
か
ら
明
る
い
家
庭
を
守
る
た

め
、
日
ご
ろ
か
ら
気
象
情
報
な
ど

に
注
意
し
、
安
全
な
避
難
場
所
を

確
保
す
る
な
ど
、
土
砂
災
害
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

大
田
原
土
木
事
務
所
河
川
砂
防

課
�
０
２
８
７（
２３
）６
５
４
８

栃
木
県
育
英
会
の
募
集

《
月
額
貸
与
奨
学
生
》

対

象
高
校

今
年
４
月
に
高
校
・
修

業
年
限
二
年
以
上
の
専
修
学
校

高
等
課
程
の
第
一
〜
三
学
年
に

在
学
し
て
い
る
人

応
募
期
間

５
月
２１
日
�
〜
６
月
２２
日
�

貸
与
月
額

▼
国
公
立

一
万
八
千
円

▼
私
立

三
万
円

願
書
配
布
先

県
内
高
等
学
校
な
ど
、
市
教
育

委
員
会
、
県
教
育
事
務
所
、
県

民
セ
ン
タ
ー
、
県
民
相
談
室

県
育
英
会
で
は
、
奨
学
金
の
貸

付
原
資
と
な
る
善
意
の
寄
付
金
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

�
栃
木
県
育
英
会
事
務
局

�
０
２
８（
６
２
３
）３
４
５
９

募
集

くく
らら
しし
のの
情情
報報
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母
子
寡
婦
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

と

き
６
月
１９
日
�

午
前
１０
時
か
ら

（
お
お
む
ね
二
時
間
〜
三
時
間
）

と
こ
ろ

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
大

田
原
市
）

対

象
県
内
の
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は

寡
婦
で
、
就
職
・
転
職
を
希
望

す
る
人

内

容
就
職
活
動
の
心
構
え
、
求
人
情

報
の
探
し
方
、
職
業
適
性
検
査

と
結
果
の
読
み
取
り
方
、
自
己

分
析
、
自
己
ア
ピ
ー
ル
法
、
履

歴
書
の
書
き
方
、
面
接
の
受
け

方
、
就
業
相
談

定

員

十
人

参
加
費

無
料

主

催

�
栃
木
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会

申
込
期
限

６
月
１２
日
�

そ
の
他

託
児
ル
ー
ム
が
利
用
で
き
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
社
会
福
祉
課�（

６２
）７
１
３
８

■西
福
祉
課

�（
３７
）６
２
３
１

■塩
市
民
福
祉
課�（

３２
）２
９
１
２

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

参
加
者
募
集

体
操
や
工
作
な
ど
の
遊
び
を
通

し
て
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め

る
と
と
も
に
、
子
育
て
の
情
報
や

仲
間
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と

き

６
月
１４
日
〜
１１
月
１５
日

の
毎
週
木
曜
（
全
二
十
回
）

午
前
１０
時
〜
１１
時

と
こ
ろ

に
し
な
す
の
運
動
公
園
体
育
館

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

対

象

・
市
内
在
住
の
二
〜
四
歳
で
就
園

前
の
幼
児
と
そ
の
親

（
平
成
１５
年
４
月
２
日
〜
平
成

１７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

・
６
カ
月
間
最
後
ま
で
出
席
で
き

る
親
子
（
開
催
期
間
中
に
、

入
園
や
お
母
さ
ん
が
出
産
の
予

定
の
な
い
人
）

定

員

三
十
五
組

※
定
員
を
超
え
た
場
合
に
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

参
加
費

一
組

四
千
円

受
付
期
間

５
月
３１
日
�
〜
６
月
１
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
付
方
法

�
仮
受
け
付
け

受
付
期
間
中
に
施
設
振
興
公
社

西
那
須
野
地
区
事
務
所（
に
し

な
す
の
運
動
公
園
管
理
事
務
所

内
）
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

※
一
人
で
複
数
組
の
申
し
込
み
は
、

不
可
。

�
本
受
け
付
け

申
し
込
み
を
し
た
人
は
、
６
月

７
日
�
の
午
前
１０
時
に
、
に
し

な
す
の
運
動
公
園
体
育
館
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ
に
、
参
加
費
を
持
参

の
上
必
ず
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

（
時
間
厳
守
）

※
受
付
期
間
中
に
定
員
を
超
え
た

場
合
に
は
、
６
月
７
日
�
の
１０

時
か
ら
抽
選
を
行
い
ま
す
。
参

加
で
き
な
い
人
は
、
必
ず
代
理

者
が
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
施
設
振
興
公
社
西
那
須
野
地

区

�（
３６
）４
７
８
５

農
業
海
外
研
修
生
募
集

県
内
の
農
業
者
と
海
外
研
修
を

通
じ
て
交
流
し
、
広
い
国
際
的
視

野
を
養
い
ま
せ
ん
か
。

研
修
期
間

１０
月
１０
日
�
〜
１９
日
�
の
十
日

間
研
修
国

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
オ
ラ
ン
ダ
・
ド

イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
）

負
担
金

お
お
む
ね
十
五
万
円

募
集
人
数

四
人

応
募
資
格

現
在
、
市
内
で
農
業
に
従
事
し

将
来
と
も
農
業
に
従
事
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
、
二
十
歳
か

ら
三
十
九
歳
の
人

申
し
込
み

６
月
８
日
�
ま
で
に
市
農
業
公

社
（
市
役
所
東
庁
舎
二
階
）
へ

決
定
方
法

応
募
者
の
中
か
ら
書
類
審
査
、

面
接
な
ど
に
よ
り
選
考
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

�
市
農
業
公
社�（

６０
）１
２
８
３

■市営住宅入居者募集

受付期間 ６月４日	～８日�
申し込み 申込書に必要書類を添えて、受付期間内に

市営住宅担当課のいずれかへ提出

※・親族２人以上の世帯が対象ですが、塩原親和は単
身世帯（配偶者がなく、昭和３１年４月１日以前に
生まれた人に限る）も入居できます。

・団地ごとの応募者が募集戸数を超えた場合は、抽
選で入居者を決定します。

・塩原親和は、風呂釜および浴槽が自己設置となり
ます。

問い合わせ
■本都市計画課 �（６２）７１６２
■西都市計画課 �（３７）５１１２
■塩建設課 �（３２）２０００

家賃（世帯の収
入により決定）

２３，１００円
～５０，６００円
１７，０００円
～３８，５００円
９，９００円

～２２，３００円

間取り

３ＤＫ

３ＤＫ

２ＤＫ

戸数

１

３

２

構造

中層耐火
４階建て
中層耐火
４階建て
簡易耐火
２階建て

募集
団地

稲村

若松

塩原
親和

１１５，０２１人
５月１日現在（ ）内は前月との比較

男 ５７，１６１人（＋ ５６）
女 ５７，８６０人（－ ６）
世帯 ４１，７６１戸（＋１５４）
出生 ８２人／死亡 ８３人
転入 ６８５人／転出 ６３４人

平成１７年国勢調査をもとに、算出しています

●５月の人口●

１２１２



甲
種
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会

消
防
法
に
基
づ
く
資
格
取
得
の

た
め
、
次
の
と
お
り
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

と

き

６
月
１４
日
�
〜
１５
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分

（
受
け
付
け
は
、
午
前
９
時
〜

９
時
３０
分
）

と
こ
ろ

三
島
公
民
館

定

員

先
着
百
人

受
講
料

六
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
講
習
会
に
欠
席
し
た
場
合
は
、

受
講
料
の
返
金
は
し
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

６
月
４
日
�
〜
８
日
�

申
込
方
法

�
栃
木
県
消
防
設
備

保
安
協
会

FAX
０
２
８（
６
２

５
）４
６
１
４
ま
た
は
�
日
本

防
火
協
会

FAX
０
３（
３
５
９

１
）７
１
３
０
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
む

講
習
申
込
書
の
入
手
方
法

・
消
防
本
部
予
防
課
窓
口
ま
た
は

日
本
防
火
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手

■HPhttp
://www.n-bouka.or.jp/

問
い
合
わ
せ

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
消

防
本
部
予
防
課

�
０
２
８
７（
２２
）３
０
１
６

�
県
消
防
設
備
保
安
協
会

�
０
２
８（
６
２
５
）４
６
１
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
初
級

講
座
「
は
じ
め
の
一
歩
」

受
講
生
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
初
心
者
を
対
象

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
本
を
学

ぶ
講
座
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

と

き
６
月
２０
日
〜
７
月
１１
日
の

毎
週
水
曜
（
全
四
回
）

午
前
１０
時
〜
正
午

※
７
月
４
日
は
午
前
１０
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
施
設
体
験

と
こ
ろ

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対

象

十
九
歳
以
上
の
市
民
ま

た
は
市
内
勤
務
者
で
全
四
回
参

加
で
き
る
人

内

容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
講

義
、
障
害
の
疑
似
体
験
、
施
設

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
な
ど

定

員

二
十
人

申
込
期
間

５
月
３０
日
�
〜
６
月
１３
日
�

参
加
費

無
料

問
い
合
わ
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�（
７３
）０
０
７
３

■危険物安全週間
６月３日�～９日�は「危険物安全週間」

です。
危険物安全週間推進標語
『危険物 目指せ無事故の ＭＶＰ』
重点実施項目
	危険物施設の安全対策

人的事故防止
�セルフスタンドにおける安全対策
・・ 危険物安全週間中、消火競技会を開催 ・・
と き・ところ
	黒磯会場 ６月６日�午前１０時から
那珂川河畔運動公園 （雨天順延）

大田原会場 ６月８日�午前９時３０分から
大田原市蛇尾川緑地公園（雨天決行）
問い合わせ
�黒磯会場
黒磯那須消防組合消防本部予防課
�（６２）０８６４

�大田原会場
大田原地区広域消防組合消防本部予防課
�０２８７（２２）３０１６

■市税は必ず納期までに納めましょう
市民の皆さんが安心で豊かな生活をしていくためには、たく

さんの資金が必要です。その主な財源は皆さんの「税金」によ
ってまかなわれています。
市では市税などを納税した皆さんとの公平を保ち、市の財源

を確保するために、滞納解消に向けた取り組みを今まで以上に
強化します。また本年４月に栃木県に設置された「地方税徴収
特別対策室」との連携により、県市一体での協働徴収も開始さ
れました。
納税者が税金を滞納したままに放置しておくと、法律に基づ

き滞納者の意思に関わりなく強制的に滞納処分を執行されるな
ど、不利益を受けることにもなりますので納期内に納税くださ
るようお願いします。
市では滞納解消にむけて次のような取り組みを行っています。

市税などを納期限までに納めることが困難な人は相談してくだ
さい。
■納税催告
納期限を過ぎても納付のない人に対し、文書（催告書）の送
付、電話催告、自宅・勤務先への訪問を行います。

■財産調査 ※
滞納者の財産に関して官公署・金融機関・生命保険会社・通
信会社などに対し調査を行います。

■給与調査 ※
滞納者が給与所得者である場合、給与の差し押さえをするた
めに、勤務先に対する給与調査を行います。

※これらの調査は法律に基づき、滞納者に事前の了解を得ずに
行うことができます。

■差押処分
土地・建物などの財産がある滞納者に対し、差し押さえを行
っています。差し押さえ後も納付にならない場合は、やむを
得ず、差し押さえた財産の公売を行うことになります。
また、預貯金や生命保険、勤務先から支給される給与のほか、
自動車なども差し押さえの対象となります。

問い合わせ 収税課 �（６２）７１９０

平成１９年度 納税通知書について

固定資産税と軽自動車税の納税通知書を
送付しました。
課税内容を確認のうえ納付をお願いします。

問い合わせ
課税課
固定資産税担当 �（６２）７１２２
軽自動車税担当 �（６２）７１７９

くく
らら
しし
のの
情情
報報
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■ ６月の水道当番指定工事業者 ■

●那須野が原公園「緑の相談所」催しもの 問い合わせ �（３６）１２２０

行事内容

受け付けは８時３０分から９時。集合は緑の相談所前です。
画用紙は公園で用意します。その他の用具は各自持参、
小学生対象です。 ※入場無料

山野草の寄せ植え盆栽を作ります。初心者でも容易な講
座です。※材料費実費負担
講師 那須山の花 吉田一雄氏

斑入りギボウシを中心に多数ギボウシを展示します。
※入場無料

山野草などの斑入り植物の展示会です。即売品もありま
す。※入場無料

那須蘭友会との共催によるウチョウランの展示会です。
即売品もあります。※入場無料

６月２日�に実施した写生大会の作品をすべて展示しま
す。※入場無料

盆栽愛好会との共催による山野草の寄せ植えや盆栽など
の展示会です。※入場無料

ところ

緑の相談所
展示ホール

緑の相談所
講習室

緑の相談所
展示ホール

と き

６月２日�

６月３日�
１０時～１２時

６月８日�～１０日�

６月１５日�～１７日�

６月２１日�～２４日�

６月２７日�～７月２日�

６月２９日�～７月１日�

行事名

那須野が原公園
小学生写生大会

	講座

山野草の

寄せ植えづくり

ギボウシ展

斑入り植物展

ウチョウラン
席飾り展

那須野が原公園
小学生写生大会作品展

盆景展

塩 原 地 区

�（０２８７）

（３５）２９３２

（３５）２７１０

（３５）２７１０

（３７）８１６０

（３７）８１６０

（３５）２９３２

（３５）２９３２

（３５）２７１０

（３５）２７１０

鳥野目浄水場
〔�（６２）０２２９〕ヘ

指定工事事業者

㈲薄井設備

㈲森設備

㈲森設備

㈲渡辺汽罐工業

㈲渡辺汽罐工業

㈲薄井設備

㈲薄井設備

㈲森設備

㈲森設備

西那須野地区

�（０２８７）

（３６）０３４１

（３６）１６８６

（３６）１７７８

（３７）８８５０

（３６）０９４４

（３６）０１７９

（３６）０２７８

（３６）０３４１

（３７）０７４１

千本松浄水場
〔�（３６）３１４５〕ヘ

指定工事事業者

那須設備㈱

㈲君島設備

昭和水道土木㈱

㈲大地設備

㈲伸和設備工業

㈱小出熱機工業

中里工業㈱

那須設備㈱

㈱地熱工業

黒 磯 地 区

�（０２８７）

（６２）１６８９

（６２）１０５１

（６２）２８２４

（６５）０２０５

（６２）０２５８

（６５）４４１１

（６３）８６２０

（６５）１１５７

（６５）２３２１

鳥野目浄水場
〔�（６２）０２２９〕ヘ

指定工事事業者

㈲渡辺管工設備

㈱薄井産業

㈱北英工業

㈲磯設備工業

㈲田代総合管工

関東設備工業㈲

㈱エルコア

㈲相馬機械設備工業

㈱佐藤設備

曜

土

日

土

日

土

日

土

日

土

夜 間

日

２

３

９

１０

１６

１７

２３

２４

３０

次の指定工事業者が、６月の土・日曜、祝日の漏水修理当番店になっています。

※水道料金の支払いは、便利な口座振替をお勧めします。

水道が うるおす日々の 健やかさ（第４９回水道週間スローガン）

６月１日～７日は水道週間です
台所で、洗面所で、お風呂で、ちょっと蛇口をひねればすぐに出てくる水道水。水は、わたしたちの暮
らしや命をうるおしてくれています。
しかし、水は限りある資源です。そして、将来に向けてわたしたちみんなで守っていかなければならな
い財産です。水道週間を機会に、水の大切さ、尊さについて、改めて考えてみませんか。
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新しい風 生涯学習

那須野巻狩踊りお囃子会
巻狩踊りは、巻狩の情景を連想し、勢子に追
われる獲物と、それを見守る人々の姿などを、
笛や太鼓のお囃子に合わせ、踊りに表現したも
のです。平成６年に創設され、数々のイベント
に参加しています。

練 習 日 毎月第一日曜 午前１０時～正午
練習場所 いきいきふれあいセンター大練習場
対 象 １８歳以上の市民および市内勤務者

黒磯巻狩太鼓
狩りへの出陣や狩りの様子など、巻狩の情景
を連想させる勇壮な太鼓として、平成２年に創
作されました。県内外で公演を行っていて、今
年で活動１７年目を迎えました。

練 習 日 毎週土曜 午後５時から
練習場所 いきいきふれあいセンター大練習場
対 象 小学生以上の市民および市内勤務者

●スポーツイベントのおしらせ

参加資格・参加費・その他

関東各都県代表の実業団チームによるソフトボール大会です。ぜひ
観戦に来てください。▲

参加チーム 関東各都県代表実業団１６チーム▲

問い合わせ
那須塩原市ソフトボール協会 大島福寿 �（３７）２０７４へ

▲

対 象 日新中学校区に在住または勤務している人▲

コ ー ス わくわくコース４２．１９５km、らんらんコース ２２km
ゆうゆうコース １４km、ほのぼのコース ９km▲

参 加 費 ３００円▲

申し込み ６／１２�までに、回覧板または公民館に備え付けてあ
るチラシに必要事項を記入し、鍋掛公民館またはとよ
うら公民館に参加費を添えて申し込む▲

申し込み・問い合わせ
鍋掛公民館 �（６０）１１６４、とようら公民館 �（６０）３１２２へ

ところ

にしなすの運
動公園グラウ
ンドほか

日新中学校
集合

と き

５／２６�・２７�

６／１７�
午前６時５０分
スタート
※午前６時２０分
受け付け

※雨天決行

名 称

第１８回関東実
業団男子ソフ
トボール大会

第９回
Walk Walk
（ワクワク）強
歩in日新

“巻狩”ってなあに？
狩りの方法の一つで、狩場で勢子（獲物を追いつめる人）が獲物を遠巻きに追いつめ、最後は武士が
獲物を射止めます。
１１９３年に源頼朝が那須野ヶ原一帯で「那須野巻狩」を行い、それには鎌倉幕府の武将をはじめ、十万
人ともいわれる大勢の勢子たちが参加したといわれています。

黒磯の郷土芸能の担い手となる演奏者・踊り手を募集しています。興味のある人はぜひ応募してください。
初心者大歓迎です！！

問い合わせ ■本 商工観光課 �（６２）７１５４

１５１５



那須野が原博物館 �0287(36)0949 http : //www2.city.nasushiobara.lg.jp/hakubutsukan/

アートリンクとちぎ２００７

小山田二郎－沈澱・浮遊する情念－ 好評開催中
７月１日�まで

春の企画展として、「小山

田二郎－沈澱・浮遊する情念

－」を、栃木県立美術館との

共催により開催しています。

展覧会では、小山田二郎の

代表作である《ピエタ》とと

もに、小山田が終生描き続け

た《鳥女》の油彩と水彩を展

示しています。小山田作品は

油彩画というイメージが強い

ですが、水彩画も数多く描き、

その色彩の鮮やかさ、美しさ

には眼を見張るものがあります。

展示解説 ６月１０日� 午後２時から

６月１５日「県民の日」は展示観覧無料

６月１５日�は県民の日を記念して、展示室が無料で

観覧できます。

観覧時間：午前９時～午後５時

アートリンクとちぎ２００７

日新の館 特別展 もっと身近に近世の絵画
７月７日�～９月９日�

栃木県立美術館との共催により、日新の館で開催し

ます。前期・後期の二部構成で、郷土出身の近世の画

家高久靄厓、小泉斐の作品を中心に紹介します。

・前期 ７月７日�～８月５日�
「高久靄厓とその師、谷文晁」

・後期 ８月１１日�～９月９日�
「小泉斐とその師、島崎雲圃」

絵画鑑賞教室
「絵画鑑賞のための水墨画入門」参加者募集

水墨画についてのお話から制作の見学と実技、画家

の視点による展示解説をします。

と き ７月８日�・２９日�、８月１９日�
いずれも、午前９時３０分～正午

と こ ろ 日新の館学習室

講 師 毛利雅治 氏（画家）

対 象 子どもから大人まで（３回すべて参加でき

る人）

定 員 １０人（定員を超えた場合は抽選）

費 用 ３００円（材料費）

申し込み ６月１日�から１５日�までに、博物館また

は日新の館〔�０２８７（６４）１３４３〕へ

次回企画展案内

特別展「那須野が原の身近な虫たち
―里山のヒーローは誰だ―」

７月７日�～８月２６日�

身近な昆虫たちのおもしろい生態や特徴を、すんで

いる環境ごとに紹介します。生きている昆虫の展示や

楽しい体験、クイズなどもあります。

記念講演会「里山にくらす昆虫たち」参加者募集

ＮＨＫラジオ「夏休み子ども科学電話相談室」でお

なじみの矢島稔先生を迎え、身近な昆虫観察の魅力を

お話しします。家族でぜひ参加してください。

と き ７月２１日� 午後１時３０分～３時３０分

と こ ろ 博物館研修室

講 師 矢島稔 氏（群馬県立ぐんま昆虫の森園長）

定 員 ７０人（定員になり次第締め切り）

費 用 無料

申し込み 博物館へ ６月１日�から受け付け

特別展関連事業「親子昆虫教室」参加者募集

上手な昆虫採集の方法と標本の作り方を学びます。

２回連続の教室です。

とき／テーマ
・第１回 ７月１４日�

「昆虫採集に出かけよう」

・第２回 ７月１５日�
「昆虫コレクションに挑戦しよう」

時 間 午前９時～１１時

対 象 親子（小学生以上で、２回とも参加できる人）

定 員 ２０人（定員を超えた場合は抽選）

費 用 ５００円（材料代）

申し込み ６月１日�から１５日�までに博物館へ

ギャラリーコンサート「ジャズの夕べ」

と き ６月１６日� 午後７時～８時３０分

と こ ろ 博物館エントランスギャラリ－

参 加 費 無料

そ の 他 事前に申し込みの必要はありません

６月の親子体験チャレンジ

とき／テーマ／材料費
・６月３日�／花のしおりづくり／１００円

・６月１７日�／しのデッポウを作ってとばす／１００円

時 間 午前１０時から（午前９時４５分受け付け）

と こ ろ 博物館研修室

《妄執》栃木県立美術館蔵
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那須野が原ハーモニーホール �0287(24)0880 http : //www.nasu-hh.com/

友の会優先電話予約 ５月３１日�午前９時から
一般チケット発売 ６月２日�午前９時から
一般電話予約 ６月４日�午前９時から

一般チケット発売 ５月２６日�午前９時から
一般電話予約 ５月２８日�午前９時から

ミュージカル「人魚姫
～プリンセス・マーメイド～」 ２００７クラシック・サマーシリーズ�

第４５回レクチャーコンサート
「金管アンサンブル」♪児童演劇で定評のある劇団東少のミュージカル

シリーズ。今年はアンデルセン原作の「人魚姫」で

す。

８月５日�／午後２時開演／小ホール
全席指定 大人 ２，８００円 子ども・学生 １，４００円
※３歳未満の幼児は入場できません。

制作 劇団東少

♪若手実力派メンバーからなる「ブラス・ファン

タジスタ」による華やかなステージ。金管楽器の多

彩な音色に驚かれることでしょう。

８月１８日�／午後３時開演／大ホール
全席自由 大人 １，０００円 学生 ５００円
出演 ブラス・ファンタジスタ（トランペット２、

ホルン、トロンボーン、テューバの金管五重

奏団）

共演 西那須野中学校ブラスバンド部

解説 丹羽正明

予定曲目 シャイト：戦いのガリヤルド、シックリー：

モーツァルト・オン・パレード、バーン

スタイン：ウエスト・サイド物語 ほか

※未就学児は入場できません

第１２回「原野展」
～那須野が原の作家たちはいま～

６月２日�～１０日�／午前９時～午後５時
第１・２ギャラリー／入場無料
出品予定作家（６部門・３５人）

・日本画（４人）

小山田青水、笹沼恭欣、佐藤孝義、増渕修一

・洋画（１３人）

安藤幸子、市川六、猪瀬辰男、菊岡政明、後藤英雄、

斉藤勝美、高橋務、戸辺裕子、豊島和子、豊島弘尚、

星功、松原賢、吉城弘

・版画（３人）

相澤弘邦、郡司伸一、綱川秀人

・彫刻（３人）

菊池満雄、戸津侃、日原公大

・書（４人）

川上鳴石、酒井真沙、長嶋石城、室井池水

・工芸（８人）

磯飛節子、井出賢、小沼重信、勝城蒼鳳、佐竹良幸、

鈴木葉子、日原悠子、八木澤啓造（特別出品）

○参加者大募集！
ハーモニーホールでは、次の催物の参加申し込みを６月１日�から受け付けます。詳しくは当ホールへ。

第１４回マラソン・コンサート
８月１１日�・１２日�
大ホールでのピアノなどの楽器演奏
小学４年生以上 グループは４人以内
１人 １００円
６月２１日�

楽器と遊ぼう～子ども・オーケストラたんけん～
７月８日�
楽器の音出し体験、オーケストラ音楽体験
小・中学生 定員１００人
１人 １００円
６月３０日�

催物名
開催日
内 容
対 象
参加費

申し込み期限

本間雅智（テューバ）

尾崎浩之（トランペット）

西中ブラスバンド部

渡辺義行（トロンボーン）

牛腸和彦（トランペット）

小林祐治（ホルン）

王子・正木慎也 マリーナ・本田有花 魔女・榛名由梨
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各保健センターの連絡先
黒磯保健センター �（63）1100
西那須野保健センター �（38）1356
塩原保健福祉センター（ゆっくりセンター）

�（32）5216

診療時間：午後６時３０分～９時３０分

診 療 日：毎週日・木曜

○ところ：大田原市保健センター �（２３）６５００

○科 目：内科、小児科

○注 意：保険証、診療費を持参してください

診療時間：午後７時～１０時

診 療 日：毎週日・木曜

○ところ：黒磯保健センター �（６３）１１００

○科 目：内科、小児科

○注 意：保険証、診療費を持参してください

○ポリオ生ワクチン投与
当日は、お子さんの体調をよく知っている保護者が連れてきてください。
対 象 生後３カ月～７歳６カ月未満で、初めてまたは１回のみの乳幼児

※３カ月～１８カ月に受けるのが望ましいので、なるべく早く受けましょう。
受けられない子 ・風しん、麻しん（はしか）、みずぼうそう、おたふくかぜなどにかかり、

治ってから１カ月以上経過していない子
・突発性発疹、りんご病、手足口病などにかかり、治ってから２週間以上
経過していない子
・ＢＣＧ、風しん、麻しん（はしか）、みずぼうそう、おたふくかぜなどの
予防接種を受けて２７日間以上、三種混合、日本脳炎、インフルエンザの
予防接種を受けて、６日間以上経過していない子、ポリオを受けて６週間以上経過してい
ない子
・当日会場で医師が不適当と判断した子

その他 母子健康手帳、予診票を持参してください ※予診票は各会場にも用意してあります。

所在地

中央町

那須町

上厚崎

大原間

医療機関・電話番号
金澤医院
�（62）0029
見川医院
�（76）2204
鈴木内科外科クリニック
�（62）2337
ひまわりクリニック
�（65）4010

診療日

６月３日�

６月１０日�

６月１７日�

６月２４日�

所在地

東三島

三 島

扇 町

永田町

医療機関・電話番号
はらクリニック
�（39）5232
北整形外科内科
�（38）2151
小関整形外科
�（36）0203
阿久津整形外科
�（36）3639

診療日

６月３日�

６月１０日�

６月１７日�

６月２４日�

対 象

生後３カ月～７歳６カ月未満

ところ

黒磯保健センター
西那須野保健センター
ゆっくりセンター

受付時間

午後１時～２時
午後１時～１時４５分
午後１時～１時２０分

と き

６月２２日�
６月１５日�
６月５日�

地 区

黒 磯
西那須野
塩 原

保健センターのホームページ http : //www2.city.nasushiobara.lg.jp/hokencenter/

【昼間】診療時間：午前９時～午後５時

【夜間】大田原市休日等急患診療所

● 西那須野・塩原地区

休日当番医

予防接種

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健

【昼間】診療時間：午前９時～午後５時

【夜間】黒磯那須地区休日等急患診療所

問い合わせ 各地区の保健センターへ

● 黒磯地区
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６６月月のの保保健健

すでに集団健診を申し込んでいる人には、健診日が近づきましたら「受診票」を郵送します。これから
申し込む人は、各地区の保健センターで随時受け付けしていますが、すでに定員に達している日もあります。
医療機関健診を受ける場合は「受診券」が必要です。（これから申し込む人は各地区の保健センターへ
申し込んでください）詳しくは各地区の保健センターに問い合わせてください。

◆健診の日程 ７月以降の日程については各保健センターへ問い合わせてください

ところ

黒磯保健センター

波立小学校

黒磯保健センター

高林公民館

黒磯保健センター

鍋掛公民館
青木小学校

黒磯保健センター

黒磯保健センター

大原間小学校

黒磯保健センター

寺子小学校

内 容

基本健康診査、がん検診（胃・肺・大腸・子宮・
乳）、骨粗しょう症検診
基本健康診査、がん検診（胃・肺・大腸・前立腺・
子宮・乳）、骨粗しょう症検診
基本健康診査、がん検診（胃・肺・大腸・子宮・
乳）、骨粗しょう症検診
基本健康診査、がん検診（胃・肺・大腸・前立腺・
子宮・乳）、骨粗しょう症検診
基本健康診査、がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）、
骨粗しょう症検診

基本健康診査、がん検診（胃・肺・大腸・前立腺・
子宮・乳）、骨粗しょう症検診

基本健康診査、がん検診（胃・肺・大腸・子宮・
乳）、骨粗しょう症検診
基本健康診査、がん検診（胃・肺・大腸・前立腺・
子宮・乳）、骨粗しょう症検診
基本健康診査、がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）、
骨粗しょう症検診
基基本健康診査、がん検診（胃・肺・大腸・前立
腺・子宮・乳）、骨粗しょう症検診

と き

６月１日�

６月２日�

▲６月３日�

６月９日�

６月１１日�

▲６月１３日�
６月１６日�
▲６月１７日�

▲６月１９日�

▲６月２３日�

６月２５日�

６月３０日�

区 分

女性の日

男女の日

女性の日

男女の日

女性の日

男女の日

ところ

西那須野保健センター

内 容

基本健康診査、がん検診（胃・肺・大
腸・前立腺）

基本健康診査、がん検診（胃・肺・大
腸・子宮・乳）

と き

６月５日�、６日�、
１４日�、１５日�、
１９日�、２０日�

▲６月１２日�、▲２５日�

区 分

男女の日

女性の日

ところ

ゆっくりセンター

内 容

基本健康診査、がん検診（胃・肺・大腸・前立腺・
子宮・乳）

と き

６月１５日�

区 分

男女の日

●黒磯地区 ※▲のついた日は申し込み多数のため締め切りました。

●西那須野地区

●塩原地区

◎結核検診（無料、予約不要）
対 象 ６５歳以上
とき・ところ 肺がん検診の日に検診会場で午前９時～１０時の間に受け付けます

６月の成人健康診査
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各保健センターの連絡先 黒磯保健センター �（６３）１１００ 西那須野保健センター �（３８）１３５６
塩原保健福祉センター（ゆっくりセンター） �（３２）５２１６

保健センターのホームページ http : //www2.city.nasushiobara.lg.jp/hokencenter/

対 象

平成１９年２月生まれの乳児

平成１８年８月生まれの乳児

平成１７年１１月生まれの幼児

平成１７年５月生まれの幼児

平成１６年５月生まれの幼児

お子さんの身体測定、保健師・栄養士による相
談 ※予約制です。

受 付

午後１時～１時３０分
※受付整理番号札は、
午前１１時５５分に出
ます。

午前９時３０分～１１時
午後１時３０分～３時

と き

６月２６日�
６月２７日�
６月２２日�
６月１２日�
６月８日�

６月１３日�

名 称

４カ月児健診

１０カ月児健診

１歳６カ月児健診

２歳児歯科検診

３歳児健診

育児相談（予約制）

対 象

平成１９年２月生まれの乳児
平成１８年８月生まれの乳児
平成１７年１１月生まれの幼児
平成１７年５月生まれの幼児
平成１６年５月生まれの幼児
どなたでも自由に相談してください

受 付

午後１時～１時２０分

と き

６月２８日�

名 称

４カ月児健診
１０カ月児健診
１歳６カ月児健診
２歳児歯科検診
３歳児健診
育児相談

対 象

平成１９年２月生まれの乳児
平成１８年８月生まれの乳児
平成１７年１１月生まれの幼児
平成１７年５月生まれの幼児
平成１６年５月生まれの幼児
お子さんの身体測定、保健師・栄養士による相
談

受 付

午後１時～１時３０分
※母子健康手帳・健
診票は、午前１１時
５０分から預かるこ
とができます。

午前９時３０分～１１時、
午後１時３０分～３時

と き

６月２８日�
６月２９日�
６月５日�
６月２０日�
６月６日�

６月１５日�

名 称

４カ月児健診

１０カ月児健診
１歳６カ月児健診
２歳児歯科検診
３歳児健診

育児相談

と き

月～金曜
午前８時３０分～正午、
午後１時～５時
電話相談、来所相談
※来所の場合は、要予約。

ところ

黒磯
保健センター

西那須野
保健センター

ゆっくりセンター

と き

６月６日� 午前９時～１１時
６月１４日�、２６日� 午後１時～３時
６月２２日� 午前９時～１１時
６月１９日�、２９日� 午後１時～３時
６月２０日� 午後１時３０分～４時３０分

ところ

黒磯
保健センター

西那須野
保健センター

ゆっくりセンター

子どもから大人までの健康面での心配なことや食生活について
の相談を、保健師や栄養士が行います。

内容 生活習慣病、小児肥満、偏食などの相談・体脂肪測定

対象地区で受けられない場合は、事前に各保健センターへ問い合わせてください。

●黒磯地区 ところ：黒磯保健センター ※母子健康手帳を持参

●西那須野地区 ところ：西那須野保健センター２階母子保健学習室 ※母子健康手帳を持参

●塩原地区 ところ：ハロープラザ ※母子健康手帳を持参

食生活相談（予約制）

申し込み・問い合わせ 各保健センターへ

乳幼児健康診査と健康相談

健康相談
家族や本人の心身の健康について、保健
師が相談に応じます。

２０２０



６６月月のの保保健健

●こころの相談（予約制）
精神科医師、保健師によるこころの相談です。
気軽に相談してください。

と き ６月１２日� 午後１時～３時
ところ 県北健康福祉センター
対 象 ・家庭や職場、近隣などの人との関わり

で悩んでいる人
・思春期のことで悩んでいる人（不登校・
性の悩み・家庭内暴力・拒食過食など）
・精神に障害がある人の生活上の問題な
どで悩んでいる人
・アルコールや薬物のことで悩んでいる
人
・認知症（老人性痴呆など）のことで悩
んでいる人 など

申し込み・問い合わせ 県北健康福祉センターへ

●県北地区講習会のお知らせ
栃木県オストミー協会が県から委託を受けて
実施している講習会です。ぜひ参加してください。

と き ６月１６日� 午後１時３０分～３時
ところ 大田原赤十字病院５階講義室
内 容 泌尿器科の病気とウロストミーまでの

話し
講 師 原 智 医師（大田原赤十字病院泌尿器科）
参加費 無料
申込期限 ５月３１日�
その他 大田原赤十字病院の川上小百合認定看

護師による相談会も実施します
申し込み・問い合わせ
栃木県オストミー協会 �０２８７（５９）０２０２（益子）
または �（３７）５０５６（大森）へ
※申し込むときに来場方法（公共交通機関、
自家用車など）を連絡してください。

受 付 時 間

午前９時～１１時

午前９時３０分～１１時

午前９時～１１時

午前９時～１１時、午後１時～３時

午前９時３０分～１１時

午前９時～１１時、午後１時～３時

午前９時～１１時

午前９時３０分～１１時

午前９時～１１時

ところ

西那須野保健センター

厚崎公民館

東那須野公民館

西那須野保健センター

西那須野保健センター

稲村公民館

とようら公民館

黒磯保健センター

西那須野保健センター

ゆっくりセンター

黒磯保健センター

高林公民館

黒磯保健センター

西那須野保健センター

と き

★６月１日�

★６月４日�

★６月８日�

★６月１１日�

★６月１３日�

★６月１４日�

★６月１８日�

６月２０日�

★６月２１日�

★６月２２日�

★６月２６日�

★６月２８日�

次の日程で保健師が相談に応じます。健診結果を上手に活かして、これからの健康づくりに役立てまし
ょう。（今までの健診結果や健康ファイルを持っている人は持参してください。）
★印の日程でお口の相談コーナーを実施します。健診を受けていない人も気軽に参加してください。

県北健康福祉センターから
�０２８７（２２）２２５９

６月の健診結果相談会

人工肛門・人工膀胱を
持っている皆さんへ

２１２１



各保健センターの連絡先 黒磯保健センター �（６３）１１００ 西那須野保健センター �（３８）１３５６
塩原保健福祉センター（ゆっくりセンター） �（３２）５２１６

保健センターのホームページ http : //www2.city.nasushiobara.lg.jp/hokencenter/

子育て中のお母さんや子どもたちの交流の場として、０歳から未就学児の親子を対象に、毎月子
育てサロンを開催しています。気軽に利用してください。
※保育園で実施する場合、保育園の都合で実施日が変更になる場合があります。

６月１２日� 受付：午後１時～１時３０分
黒磯保健センター
妊娠している人、またはその家族
元気な赤ちゃんを育てるために

と き
ところ
対 象
内 容

備 考

黒磯保健センター
�（６３）１１００

子育て相談センター
�（６４）３７２４
※臨床心理士による相談
もしています。

たかはやし保育園
�（６８）００２５
友里かご保育園
�（６２）１１１６
※実費負担でいろいろな
教室をしています。

対 象
稲村公民館
とようら公民館
厚崎公民館

いきいきふれあい
センター

たかはやし保育園

友里かご保育園

受 付

午前１０時～１１時３０分

午前９時～正午
午後１時～３時

午前９時～正午

午前１０時～午後２時

と き
６月６日�
６月７日�
６月１１日�

毎週月～金曜

毎週水・金曜

毎週月～金曜
※祝日を除く。

名 称
かるがもサロン
とようら☆キッズ
あつまれキッズ

なかよしひろば

にこにこ広場

子育て支援室
「もこもこ」

備 考
子育て相談センター
�（６４）３７２４
ひまわり保育園
�（３５）２２２６

対 象

ゆっくりセンター

ひまわり保育園

受 付

午前９時３０分～１１時

午前１０時～正午

と き

６月２１日�

毎週水・金曜

名 称

子育てサロン

子育てサロン

備 考
三島公民館 �（３６）８５３１

子育て相談センター
�（６４）３７２４

南公民館 �（３６）７３４１
※年会費５００円が必要です。
西那須野公民館
�（３６）１１４３
※参加費１００円が必要です。
西公民館 �（３７）１６７７

対 象
三島公民館
狩野公民館
大山公民館
西那須野
保健センター内

南公民館大広間

西那須野公民館

西公民館

受 付
午前１０時～１１時３０分

午前９時３０分～１１時

午前１０時～正午

午前９時３０分～正午

午前１０時３０分～正午

と き
６月１日�
６月４日�
６月１２日�
６月２０日�、
２８日�

６月６日�、
２０日�

６月８日�、
２２日�

毎週火曜

名 称
にこにこルーム

子育てサロン

子育てひろば

子育てサロン

たんぽぽ

【黒磯地区】

【西那須野地区】

【塩原地区】

子育て中のお母さんへ（子育てサロンのご案内）

※母子健康手帳を持参。事前に申し込みが必要です。

申し込み・問い合わせ 黒磯保健センターへ

母親学級
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相談内容、問い合わせなど

●行政相談、移動県民相談
国や県、市など、行政の仕事に対する意見や要望
〔秘書課 �（６２）７１０９〕
●人権相談
人権保護などに関する相談
※毎年６月１日は「人権擁護委員の日」です。
この日は、市内３カ所で人権擁護委員が相談を受
けていますので、気軽に相談してください。
■本社会福祉課 �（６２）７１３５�
�
�
�

�
�
�
�

■西福祉課 �（３７）６２３１
■塩市民福祉課 �（３２）２９８８

先着１４人
〔社会福祉協議会本所（西那須野） �（３７）５１２２〕
先着１４人
〔社会福祉協議会黒磯支所 �（６３）３８６８〕

悩みごとや心配ごとの相談
●いきいきふれあいセンター実施分
〔社会福祉協議会黒磯支所 �（６３）３８６８〕
●健康長寿センター実施分
〔社会福祉協議会本所（西那須野） �（３７）５１２２〕
●ハロープラザ、ゆっくりセンター実施分
〔社会福祉協議会塩原支所 �（３２）５２１６〕

小・中学生や青少年に関する相談
〔青少年センター �（６３）８５２６〕

心身に障害がある児童・生徒や、いじめや不登校など
で悩みを抱える児童・生徒・保護者に関する相談
〔学校教育課 �（３７）５３４９〕
適応指導教室

�
�
�

�
�
�

黒磯地区：ふれあい �（６３）８５２６
西那須野・塩原地区：あすなろ �（３６）６９８９

子育ての中（家庭・集団生活・その他）で困ったこと、
心配なこと、悩んでいることなどの相談
�
�
�

相談専用番号（西那須野支所）�
�
��（３６）１１１１（内線１６６）

０～１８歳までの子どものさまざまな悩みに関する相談
〔子育て相談センター �（６４）３７２４〕

子育てをしながら再就職や起業などについて考えてい
る人の相談 ※託児有り
〔予約受付 �０２８（６１０）７３８８〕

消費生活などに関する相談
〔消費生活センター �（６３）７９００〕
消費生活などに関する相談（巡回相談）
〔■西生活環境課 �（３７）５１０４〕
消費生活などに関する相談（巡回相談）
〔■塩生活環境課 �（３２）２９３９〕
交通事故などに関する相談
〔■本生活課 �（６２）７１２７〕
栃木県司法書士会による法律相談
〔予約受付（栃木県司法書士会） �０２８（６１４）１１２２〕
事業主および勤務者を対象にした労働社会保険に関す
る相談〔同会館 �０２８（６４７）２０２８〕
不動産取引に関する相談
〔県宅建協会県北支部 �（６２）６６７７〕
子どもの急な病気やけがに関する相談
〔相談専用番号 �０２８（６００）００９９〕

とき、ところ

※相談時間はすべて、午前１０時～午後３時
１日� いきいきふれあいセンター

（人権相談のみ）
健康長寿センター相談室
（人権相談のみ）
ハロープラザ
（行政相談、人権相談）

１２日	 いきいきふれあいセンター
（行政相談、移動県民相談）

２１日
 健康長寿センター相談室
（行政相談のみ）

２７日� 午後１時３０分～４時
健康長寿センター

２３日� 午前１０時～正午
いきいきふれあいセンター

※相談時間はすべて、午前１０時～午後３時
毎週月・金曜
いきいきふれあいセンター

１２日	、２６日	
健康長寿センター相談室

６日� ハロープラザ
２７日� ゆっくりセンター

月～金曜 午前９時～午後４時
青少年センター（児童生徒サポートセンター内）

●学校教育課（西那須野庁舎３階）
月～金曜 午前８時３０分～午後５時

●各適応指導教室
月～金曜
受付時間 午前９時～午後４時

毎週火曜
午後１時３０分～４時

月～金曜 午前８時３０分～午後５時
子育て相談センター

１３日� 午前１０時～午後３時
いきいきふれあいセンター
２５日
 午前１０時～午後３時
健康長寿センター

月～金曜 午前８時３０分～午後５時
消費生活センター

８日�、２２日� 午前１０時～午後３時
西那須野支所１０８会議室

２１日
 午前１０時～午後３時
ハロープラザ

２６日	 午前１０時～午後３時
那須塩原市役所２０６会議室

１６日� 午前１０時～午後３時
西那須野公民館

２０日� 午前１０時～午後４時
県社会保険労務士会館（宇都宮市）

２０日� 午前１０時～正午、午後１時～３時
県不動産会館県北支部（黒磯文化会館前）

毎日 午後７時～午後１１時

相談名

行政相談
人権相談

移動県民相談

弁護士による
法律相談
（予約制）

ふれあい相談
（心配ごと
相談）

少年相談

教育相談

子どもに関す
る電話相談

子育て相談
家庭児童相談

女性の再チャ
レンジ相談
（予約制）

消費生活相談

交通事故相談

法律相談
（予約制）

労働社会保険
に関する相談

不動産相談

とちぎ子ども
救急電話相談

６月の相談 ※すべて無料です
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塩原支所 
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七ツ岩吊橋 

妙雲寺 

GS

みょう うん じ ぐう でん

妙雲寺（宮殿）
だいきょうぜん ぶ

安永４（１７７５）年、妙雲寺住職大鏡禅宜和尚の代に、宇
けん よ しん あ し めん だいがんしゅ

都宮顕誉眞阿至面（興禅寺和尚）が大願主となり、下野
たか だ うんおう

国河内郡宇都宮釈迦堂明神前の大仏工、高田運応と宮大
さ とうごん べ え

工の佐藤権兵衛により、本堂内陣に宮殿が建立されまし

た。

寺の本堂内部は、礼拝をするための場所と、仏像を安

置するための場所に分かれ、前者を外陣、後者を内陣と

呼んでいます。

この宮殿は、けやき造り、間口・奥行きがそれぞれ１

間、片入母屋権現造、屋根はこけら葺きで、当時の塩原

温泉（湯治場）の繁栄をしのばせる建物です。

また、四方の壁面にはふんだんに唐の彫刻が施され、
しゅ み だん

正面の扉には天竺模様の柄を添え、立派な須弥壇に乗せ

られ、中には妙雲寺の御本尊釈迦如来仏像が安置されて

います。

（塩原町の文化財より）

■所在地 塩原６６５

案内図

このコーナーでは３歳未満のお子さんの写真を募集

しています。住所・氏名（ふりがな）・性別・生年月

日と連絡先（電話番号）に短いコメント（２０字以内）

を添えて、秘書課広報広聴係へ。 �０２８７（６２）７１０９

広報なすしおばら Ｎｏ．５８（平成１９年５月２０日） ◇発行・那須塩原市 ◇編集・企画部秘書課 �０２８７（６２）７１０９ 〒３２５‐８５０１ 那須塩原市共墾社１０８‐２

平成５（１９９３）年３月３１日市指定文化財（建造物）
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